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わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
学
問
的
傾
向
も
ア
メ
リ
カ
に
集
中
さ
れ
た

追
求
す
る
こ
と
に
費
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
従
つ
て

観
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

リ
カ
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
目
党
し
い
発
展
に
剌
戟
さ
れ
、
そ
の
業
蹟
を

国
に
お
い
て
も
急
速
の
発
展
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
ア
メ

戦
後
、
経
済
統
計
及
び
そ
の
延
長
と
考
え
ら
れ
る
計
量
経
済
学
は
わ
が

序 R
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1
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こ
4
に
紹
介
す
る
前
記
の
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
。
ハ
リ
大
学
統
計
研
究
所

に
お
い
て
、
計
量
経
済
学
会
の
重
鎮
と
さ
れ
て
い
る
R
・
ロ
ワ
氏
に
よ
り

た
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
経
済
統
計
学
及
び
計
量
経
済
学
の
現
状
を
知
り
た

い
と
い
う
筆
者
の
希
望
を
快
く
承
諾
さ
れ
て
、
氏
は
筆
者
に
前
掲
書
二
冊

及
び
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
計
量
経
済
学
者
の
活
動
記
録
を
送
つ
て
下
さ
っ
た

の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
資
料
の
み
で
フ
ラ
ン
ス
の
現
況
を
判
断
す
る

発
表
さ
れ
た
講
義
を
ま
と
め
、
第
一
、
第
二
部
（
二
六
四
頁
）
の
本
と
し

濱

ロ
ワ
の
「
計
量
経
清
學
要
講
」
に
つ
い
て

田

五
四

文

雅
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R

・
ロ
ワ
の
「
計
量
網
清
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

一
十
数
頁
を
費
し
て
指
数
理
論
及
び
そ
の
算
定
を
論
ず
る
。

五
五

ら
ず
、
そ
の
故
に
統
計
学
が
暗
示
す
る
観
測
方
法
に
そ
の
手
懸
を
求
め
る

九
四
頁
参
照
）
更
に
十
数
頁
を
生
産
構
造
理
論
の
綾
述
に
割
き
、
最
後
に

を
扱
う
為
に
、
必
然
的
に
諸
現
象
の
統
計
的
側
面
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な

M
e
t
h
o
d
e
 d
e
s
 F
a
i
s
c
e
a
u
x
)

を
解
り
易
く
説
明
す
る
。

で
あ
る
か
を
先
づ
簡
明
に
記
述
す
る
。
即
ち
、

本
書
は
、
序
論
、
第
一
章
経
済
構
造
及
び
誘
導
形
に
つ
い
て
、
第
二
章

理
論
図
式
及
び
市
場
需
要
法
則
の
理
論
図
式
に
つ
い
て
、
第
十
三
章
最
小

自
乗
法
に
つ
い
て
、
第
十
四
ー
十
六
章
需
要
分
析
に
お
け
る
種
々
の
問
題

に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
。
更
に
論
を
改
め
て
、
統
計
的
推
定
に
際
し

て
常
に
問
題
と
な
る
「
重
複
共
線
性
」

(
M
u
l
t
i
,
 
colimearite)
及
び
R
.

（
一
七
一

l
-

考
え
ら
れ
る
。
ま
し
て
そ
の
後
の
こ
の
分
野
の
発
展
も
主
と
し
て
消
費
者

そ
こ
で
次
に
順
を
追
つ
て
本
書
の
主
眼
と
も
云
う
可
き
諸
点
に
つ
い
て

「
経
済
学
は
社
会
的
人
間

フ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
「
バ
ン
チ
・
マ
ッ
プ
の
方
法
」

(
L
a

ロ
ワ
氏
は
本
書
の
序
文
に
お
い
て
、
計
量
経
済
学
と
は
如
何
な
る
学
問

(1) 

議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

の
妓
述
に
は
消
費
理
論
が
好
適
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

時
系
列
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
、
第
三
し
十
二
章
個
人
的
消
費
者
行
動
の

行
動
の
理
論
を
中
心
に
な
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
計
量
経
済
学
的
方
法

概

説

ム
ー
ア
教
授
に
よ
る
市
場
需
要
法
則
の
統
計
的
確
定
に
始
ま
る
も
の
と

心
算
で
あ
る
。

努
力
し
た
点
で
は
、

.^
 

T
E
X
T
B
O
O
K
 of 
E
C
O
N
O
M
E
T
R
I
C
S
"
 (
1
9
5
3
)

と
は
別
の
意
味
で

ば
ー
需
要
分
析
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
は
充

分
な
理
由
の
あ
る
こ
と
が
、
賢
明
な
る
読
者
は
容
易
に
察
知
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
計
量
経
済
学
の
初
期
の
発
展
は
先
づ
ア
メ
リ
カ
の
H

の
好
著
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
別
の
意
味
」
に
つ
い
て
は
後
に
述
ぺ
る

既
に
著
名
と
な
っ
て
い
る
L
.
R
・
ク
ラ
イ
ン
の

亘
つ
て
説
こ
う
と
す
る
た
め
の
非
常
な
困
難
を
敢
え
て
克
服
し
よ
う
と

本
質
的
部
分
の
綾
述
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
殆
ん
ど

こ
と
は
無
謀
と
云
う
他
は
な
い
が
、
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
4

に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
書
は
そ
の
表
題
の
示
す
如
く
計
量
経
済
学
の
本
質
を
殆
ん
ど
全
般
に

全
頁
に
亘
つ
て
ー
前
述
せ
る
生
産
構
造
の
理
論
に
関
す
る
十
数
頁
を
除
け

日
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
先
づ
気
付
く
こ
と
は
、
本
書
が
計
量
経
済
学
の

）
 

二
主
な
る
問
題
点
に
つ
い
て

_

し
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分
ち
、

(2) 

れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

序
文
に
述
べ
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
議
論
に
つ
い
て
は
既
に
わ
が
国
で
も

X
n
に
つ
い
て
全
微
分
す
れ
ば
、

ぷ
=
G
p
(
X
1
,
X2, ・・・, 
X
n
)
 

他
方
歴
史
学
派
と
の
両
者
の
欠
陥
を
充
た
す
こ
と
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

は
、
経
済
主
体
相
互
間
の
作
用
、
反
作
用
の
法
則
性
．
の
解
決
の
鍵
と
す
る

F
P
(
X
1
.
 X2, ・・・, 
X
n
,
 
Y1, 
Y2, …

'
Y
p
)
 110 

動
に
は
一
面
ラ
ン
ダ
ム
な
部
分
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
後
者
に
つ
い
て

F2(X1• 

X2, ・・・, 
X
n
,
 
Y1, 
Y2, …• 

Yp) 110 

の
で
あ
る
：
・
…
。
」

「
ゲ
ー
ム

（
一
頁
参
照
）
と
述
べ
、
更
に
、
自
然
科
学
と
は
異

り
実
験
的
資
料
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
過
去
に
お
け
る
経
験
的

資
料
を
以
つ
て
こ
れ
に
代
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

の
処
理
に
際
し
て
は
数
多
く
の
困
難
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

次
に
計
量
経
済
学
の
特
色
と
し
て
、
確
率
要
素
の
導
入
と
、

の
理
論
」
の
利
用
を
認
め
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
経
済
主
体
の
合
理
的
行

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
理
論
の
歴
史
的
生
成
を
一
八

七
0
年
代
に
生
れ
た
数
理
学
派
の
経
済
学
者
の
考
案
し
た
均
衡
理
論
と
、

数
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
こ
4

で
は
こ
れ
以
上
は
触

次
に
第
一
章
に
お
け
る
注
意
す
ぺ
き
点
を
簡
単
に
論
ず
る
。

R

・
ロ
ワ
氏
は
、
経
済
諸
量
間
の
関
係
を
示
す
構
造
方
程
式
系
の
説
明

に
関
連
し
て
周
知
の
如
く
経
済
変
数
を
内
生
変
数
と
外
生
変
数
の
二
群
に

―
つ
の
経
済
体
系
内
で
決
定
さ
れ
る
各
内
生
変
数
が
外
生
変
数
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
を
次
の
如
き
図
式
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

即
ち
、
今

Xi,
X2, 
・：＂ 
X
n
を
以
て
外
生
（
又
は
説
明
）
変
数
と
し
、

Yi, 
Y2, 
…
．
ぷ
を
以
て
体
系
の
内
部
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
内
生
変

数
と
す
れ
ば
、
こ
の
経
済
の
構
造
方
程
式
系
は
、

(Il•l) 
と
表
は
さ
れ
る
。
そ
こ
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
変
数
の
数
（
内
生
変
数
の
数
）

と
構
造
関
係
の
数
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
各
内
生
変
数

y
は
一
義
的
に

次
の
如
く
解
か
れ
る
。
即
ち

(U• 

2
)
 

Y
1
 11 G
1
(
X
1
,
 X2, • 

:x已

Y
2
 11 G
2
(
X
1
,
 X2, …
:
 
x.) 

(
I
I
•
2
)

は
明
ら
か
に

(
I
I
•
l
)
の
誘
導
形
で
あ
る
。
そ
こ
で
(
I
I
•
2
)

に

よ
っ
て
内
生
変
数
Y
の
変
動
過
程
を
陽
表
的
に
示
す
式
を
次
の
如
く
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、

(
I
l
•
2
)

の
各
式
を
外
生
変
数

X
1
,X2, ・・・, 

R

・
ロ
ワ
の
「
計
蓋
稗
済
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

Fi(X1• 

X2,・・・・,X ?
 Y1, 
Y2, • 
9

ぷ
）
110

五
六
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R

・
ロ
ワ
の
「
計
呈
繹
済
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

(n• 

4
)
 

X
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d
X
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a
 Yp
 

X
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d
X
2
 ＋

 

d
Y
p
 

a
Y
p
 

ー

1
,
1
1
•
|

ー
・
，

T
ー
ー

l
.
1
.

Y
p
 

a
x
1
 

Y
p
 

X
1
 

a
x
2
 

Y
p
 

X
2
 

翌
p

X
n
 

dX, ̀g 

＋

ー

ー

・

1
1
.

a
x
n
 

Y
p
 

X
n
 

五
七

と
し
て
の
説
明
変
数
［
又
は
先
決
或
は
外
生
変
数
ー
が
誘
導
形
の
右
辺
の

意
味
で
あ
り
、
云
わ
ば
経
済
与
件
と
し
て
の
右
辺
の
条
件
の
下
に
左
辺
の

内
生
変
数
が
夫
々
共
変
運
動
を
す
る
」
と
い
う
意
味
は
全
く
失
わ
れ
て
い

d
Y
2
 

a
 Y2
 

X
1
 

d
X
1
 

a
 Y2
 

X
2
 

d
X
2
 

↓

.
1
.
+
 

・
・
a
x
2
 

Y
2
 

x
2
 

|．
i
 

.

.

 

Y
2
 1
 

8
X
1
 

Y
2
 

X
1
 

翌
2

X
n
 

d
X
n
 

+
.
1
.
 

'
8
X
n
 

Y
2
 

X
n
 

形
本
来
の
「
内
生
変
数
間
の
相
互
依
存
的
性
格
の
バ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

起
因
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
（
七
頁
参
照
）

従
っ
て
誘
導

の
諸
変
数
即
ち
説
明
変
数
1

こ
4

で
は
先
決
又
は
外
生
変
数
ー
の
変
動
に

d
Y
1
 

a
 Y1
 

X
1
 

d
X
1
 

a
 Y1
 

X
2
 
d
X
2
 

吋

1
1

閂
．

J

巧
．
叶
＋
図
。
~
．
~
＋

翌

X
n

d
X
 
ì 

+
.
1
.
 

8
X
n
 

Y
1
 

X
n
 

に
極
く
僅
か
だ
け
変
化
し
た
時
に
生
ず
る

Y
の
微
少
な
る
変
化
の
総
和
と

生
変
数

y
の
変
動
は
、
そ
の
各
々
に
対
す
る
各
外
生
変
数
X
が
夫
々
同
時

(
I
I
・
3
)
 

か
り
で
な
く
、
更
に
各
内
生
変
数
の
変
動
は
す
ぺ
て
こ
の
誘
導
形
の
右
辺

d
ぷ
11

芦
{d
X
1
 +
}
ぢ
d
X
2
+
…
＋
芦
[d
X
n
 

と
な
る
。
そ
こ
で
、
次
に

(
I
I
•
3
)
の
意
味
を
検
討
し
て
み
る
と
、
各
内

し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。

(
I
l
•
3
)
の
両
辺
を
夫
々

Y
1
,Y2, 
・・・, 
Y
p
で
除
し
、
若
干
の
代
数
的

操
作
に
よ
っ
て
次
の
如
き
関
係
を
得
る
。

0
 Y
1
 

f}Y1 

a
Y
1
 d

X
n
 

度
n

d
Y
1
 1
1
1
 
d
X
1
十

ー

d
X
2
+
・
:
+
1
 

a
X
1
 

a
X
2
 

合

芯
2

＋
 

翌
2

f} 
Y
2
 

a
X
n
 

d
Y
2
 1
1
|
 
d
X
1
 +

|

 
d
X
2
 
+•:I 

a
X
1
 

f}X2 

即
ち
、
ロ
ワ
氏
は
こ
の
式
を
以
て
、
各
内
生
変
数
の
変
動
径
路
を
示
す
ば

ワ
氏
の
こ
れ
に
対
す
る
説
明
は
非
常
に
不
明
瞭
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

弾
力
性
係
数
の
問
題
は
一
先
づ
後
に
残
し
て
次
に
前
記
の
い
わ
ゆ
る
誘

の
意
味
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

題
と
な
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
り
、
本
書
の
需
要
分
析
の
項
目
も
こ

導
形

(
]
I
・
2
)

に
関
す
る
若
千
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

(rr. 2
)

式
は
定
式
の
形
と
し
て
は
明
ら
か
に
誘
導
形
で
あ
る
が
、
ロ

（
内
生
変
数
）
の
説
明
変
数
に
関
す
る
弾
力
性
係
数
の
測
定
が
重
要
な
課

生
変
数
ー
に
関
す
る
弾
力
性
係
数
と
そ
の
変
数
の
成
長
率
と
の
稜
和
に
等

し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
ロ
ワ
氏
は
、
各
変
数

(I• 

4
)

は
、
各
内
生
変
数
の
成
長
率
が
各
説
明
変
数
ー
先
決
又
は
外
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い
。
更
に
第
十
章
で
は
所
得
分
布
の
計
測
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て

第
十
四
し
十
六
章
で
は
最
小
自
乗
法
の
需
要
分
析
へ
の
適

い
る
。

又、

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
直
接
最
小
自
乗
法
を
右
の
需
要
方
程
式

の
石
油
、
チ
リ
の
硝
酸
塩
及
び
ソ
ー
ダ
を
挙
げ
て
い
る
。

し
て
い
る
論
議
で
あ
り
、
殊
更
こ
4
で
と
り
上
げ
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な

な
る
関
係
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
彼
は
イ
ラ
ン

こ
れ
ら
の
各
章
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
理
論
図
式
は
既
に
全
く
一
般
化

右
の
式
に
お
い
て
実
質
所
得
ツ
と
価
格

P
の
間
に
、

T
1
1
a
+
B
P
 

る
の
で
あ
る
。

第
三
章
か
ら
第
十
二
章
ま
で
は
、
消
費
者
行
動
の
基
本
構
造
を
解
り
易

＜
述
べ
、
更
に
市
場
需
要
法
則
の
理
論
図
式
を
も
示
し
て
い
る
。
し
か
し

••••• 

こ
4
で
は
統
計
学
的
な
諸
問
題
よ
り
も
む
し
ろ
厳
密
方
程
式
が
問
題
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
消
費
者
選
好
場
の
理
論
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
よ
り
総
計
的
な
商
品
需
要
法
則
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

各
種
の
弾
力
性
係
数
の
推
定
が
行
わ
れ
る
。

論
ぜ
ら
れ
る
。

一
個
の
従
属
変
数
を
多
数
の
説
明
変
数
の
函
数
と
し
て
表
わ
す
場
合

お
い
て
相
互
に
独
立
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
従
っ
て
説
明
変
数
間

に
何
ら
か
の

"sub'structure"
が
在
存
し
た
と
す
れ
ば
、
直
接
に
最
小

自
乗
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
回
帰
係
数
は
「
偏
り
」

を
有
す
る
も
の
と
な
り
、
得
ら
れ
た
成
果
に
対
し
て
余
り
信
頼
を
置
く
こ

量
を

q
、
そ
の
価
格
を

P
、
実
質
所
得
を
ツ
と
し
、
需
要
方
程
式
を

次
の
如
く
書
け
る
も
の
と
す
る
。

q
1
1
a
+
b
P
+
3
 

」
の
こ
と
を
ロ
ワ
氏
は
次
の
如
く
明
解
に
説
明
す
る
。
即
ち
、
今
需
要

と
が
出
来
な
く
な
る
訳
で
あ
る
。

(4) 

の
み
で
殊
更
と
り
上
げ
る
問
題
は
な
い
。

計
資
料
を
挙
げ
て
説
明
し
、
種
々
の
回
帰
線
の
当
嵌
め
を
例
示
し
て
い
る

が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
季
節
変
動
、
趨
勢
変
動
等
々
に
つ
い
て
、
具
体
的
統

に
、
直
接
に
最
小
自
乗
法
を
適
用
す
る
為
に
は
説
明
変
数
が
そ
の
構
造
に

第
二
章
は
一
般
に
統
計
学
の
常
識
と
さ
れ
て
い
る
時
系
列
の
処
理
方
法

(3) 

(5) 

思
う
。

し
て
こ
の
こ
と
は
先
の

(
I
•4
)

式
の
右
辺
に
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
と

ィ
・
コ
リ
ニ
ア
リ
テ
ィ
」
の
説
明
及
び
「
バ
ン
チ
・
マ
ッ
プ
」
の
方
法
が

の
需
要
方
程
式
を
他
の
所
謂
誘
導
形
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

で
、
統
計
的
推
定
上
非
常
に
重
要
な
問
題
と
し
て
周
知
の
如
き
「
マ
ル
テ

一
層
端
的
に
云
う
な
ら
ば

ロ
ワ
氏
は
諸
々
の
市
場
商
品

R

・
ロ
ワ
の
「
計
量
網
済
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

用、

五
八

以
上
の
論
述
に
次
い
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R

・
ロ
ワ
の
「
計
量
稗
済
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

タ、

U

は
確
率
攪
乱
要
素
で
あ
る
。

有
す
る
。
即
ち
、

そ
し
て
“
は
次
の
如
き
性
質
を

但
し

y
は
内
生
変
数
、
N
は
外
生
変
数
、

a
Bツ
は
構
造
パ
ラ
メ
ー

(II•5) 

n

m

 

じ

P' 

ピ
a
i
m
(
t
)
＋
ピ
翌
さ
(
t
1
1
)
 ＋

ij
ぶ
(t)11ui(t)

j
1
1
 1
 

j
 11
1
 

]
1
1
1
 i

1
1
 
1, 
2
,
 
・・・, 

｀
2
 

L
1
1
 1

,
 
2
,
 
・・・, 

T
 

え
ら
れ
る
経
済
与
件
に
相
当
す
る
変
数
ー
と
の
二
種
の
変
数
か
ら
成
る
。

で
決
定
さ
れ
る
変
数
ー
と
外
生
変
数
1

そ
の
体
系
の
外
部
か
ら
独
立
に
与

に
適
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
需
要
量

q
は
本
来

P
だ
け

の
函
数
と
な
っ
て
了
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
種
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法

今
―
つ
の
経
済
模
型
を
考
え
る
。
模
型
は
そ
の
中
に
導
入
す
ぺ
き
変
数

と
そ
れ
ら
の
変
数
間
の
関
係
を
規
定
す
る
関
係
式
の
選
択
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
そ
こ
で
導
入
さ
れ
た
変
数
は
、
内
生
変
数
ー
そ
の
体
系
の
内
部

こ
の
よ
う
に
し
て
選
択
さ
れ
た
模
型
を
構
成
す
る
諸
々
の
経
済
構
造
関
係

式
は
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。

こ
4

に
再
述
す
る
冗
長
を
避
け
、
後
者
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

」
の
方
法
と
、
同
時
推
定
方
式
と
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
。
前
者
は
敢
え
て

は
本
書
に
提
示
さ
れ
た
有
名
な
R
．
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
「
バ
ン
チ
・
マ
ッ
プ

明
し
て
い
る
。

(
]
1
,
6
)
 

E
g
(
t
)
u
i
(
tー

0
)〕

I
I
O

五
九

(I• 

6
)

は

U

が
平
均
値
零
、
共
変
緻

d
,
＇
を
有
し
、

し
て
は
相
互
に
独
立
な
る
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
、
方
程
式
の
数
と
決
定

す
べ
き
変
数
の
数
（
こ
こ
で
は
共
に

n
個
）
が
等
し
い
か
ら
、
各
内
生
変

数
四
に
つ
い
て
次
の
如
く
解
く
こ
と
が
出
来
る
。

(II•7) 

n

m

 

Y
i
(
t
)
1
1
ビ

g
さ
(tー

1
)
＋
ピ
N
、i
j
Z
j
(
t
)
+
＜
i(t)

j

a

 
1
 

i
 1
1
1
 

こ
れ
ら
の
定
式
は
凡
て
ホ
ー
ベ
ル
モ
ー
に
よ
る
も
の
を
再
述
し
た
も
の
で

あ
る
が
、

(
I
l
•
7
)
式
が
所
開
誘
導
形
で
あ
る
。
ロ
ワ
氏
は
こ
の

(
]
I
•
7
)

と
先
の

(
I
l
•
2
)

と
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て

筆
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
結
語
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す

次
に
、
確
率
同
時
決
定
方
式
に
対
し
、
因
果
関
係
図
式
が
如
何
な
る
意

味
を
持
つ
か
を
J

・
テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
、

H
・
ウ
ォ
ル
ト
を
引
用
し
て
説

research. 

H. W
o
l
d
:
 D
e
m
a
n
d
 A
n
a
l
y
s
i
s
,
 
1
9
5
3
 P
.
4
8
~
5
3
参
照
）

る。 い
な
い
。

(
J
.
 

T
m
b
e
r
g
e
n
 :
 

R
e
v
i
e
w
 
o
f
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
Studies. 
Vol. 7
.
 

1
9
4
0
及
び

竺〔
u
i
(
t
)
u
j
(
t
)〕

I
I
d
i
j

E
u
i
(
t
)
 1
1
0
 

E
c
o
n
o
m
e
t
r
i
c
 
b
u
s
i
n
e
s
s
 
cycle 

時
の
変
化
に
対
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え
ば
商
品
の
需
要
方
程
式
や
投
資
財
需
要
方
程
式
（
加
速
度
原
理
に
基
づ

•••• 

く
よ
う
な
）
等
々
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
方
程
式
は
単
一
構
造
と
し

程
式
(
I
•2
)

は
実
は
明
ら
か
に
因
果
関
係
を
示
す
方
程
式
で
あ
り
、
例

対
照
さ
せ
て
み
て
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、

(
I
I
•
l
)
よ
り
導
か
れ
た
方

そ
こ
で
、

(
I
l
•
l
)
は
一
体
如
何
な
る
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
を

れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
書
に
お
い
て
は
、
誘
導
形
と
因
果
関
係
を
示
す
方

こ
と
は
出
来
な
い
訳
で
あ
る
。

で
あ
る
。
即
ち
、
本
書
に
お
い
て
は
、
統
計
的
推
論
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
勿
論
本
書
が
所
謂
教
科
書
的
性
格
を
有
す
る
為
で

も
あ
ろ
う
が
、
計
量
経
済
学
的
方
法
に
と
つ
て
統
計
的
推
論
は
不
可
欠
の

も
の
で
あ
り
、
確
率
論
的
接
近
の
意
味
を
明
確
に
し
な
い
限
り
、
具
体
的
な

そ
し
て
こ
の
点
が
本
書
の
同
時
決
定
方
式
の
説
明
の
仕
方
に
明
瞭
に
表
わ

程
式
と
が
明
確
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前

掲
の
方
程
式

(
I
l
•
l
)

、
（
I
l
•
2
)
、
（
I
l
·
3
)
と

(
I
l
•
5
)

、
（
I
•
7
)

と
を

て
他
の
構
造
と
一
応
独
立
に
取
扱
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
従
っ
て

直
接
に
最
小
自
乗
法
を
適
用
し
得
る
よ
う
な
条
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば

は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

(
I
l
•
5
)
は
幾
つ
か
の
構
造
式
の
相
互
間
に

共
振
が
予
想
さ
れ
る
為
に
個
々
の
構
造
関
係
を
独
立
に
扱
い
得
な
い
為
、

も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
因
果
関
係
を
規
定
す
る
前
者
と
同
一
視
す
る

も
う
一
度
考
え
て
み
る
。
ロ
ワ
氏
は
本
書
七
頁
「
計
量
経
済
学
的
方
法
」

(
L
a
 
M
e
e
t
h
o
d
e
 e
n
 E
c
o
n
o
m
e
t
r
i
e
)

に
お
い
て
、

「
吾
々
は
諸
変
数

の
集
合
の
一
部
は

n

個
の
説
明
変
数

(
n
variables 
explicatives) 

を
、
他
方

P
個
の
従
属
変
数

Y1,
Y2, 
…

-
S
を
有
す
る
も
の
と
仮

定
し
、
そ
れ
ら
は
P

個
の
関
係
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
い
る
•
•
…
•
。
」
と

推
定
方
式
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
容
易
に
浮
彫
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ら
、
誘
導
形
の
右
辺
を
条
件
と
す
る
一
種
の
周
辺
公
布
に
引
き
直
さ
れ
た

• 

7
)

の
左
辺
の
変
数
（
内
生
変
数
）
は
他
の
内
生
数
と
の
共
変
分
布
か

一
種
の
便
法
と
し
て
誘
導
形
法
を
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
誘
導
形

(
I

・
テ
ィ
ン
ト
ナ
ー
の
書
い
た
計
量
経
済
学
書
と
は
若
千
異
っ
た
形
の
も
の

(
I
l
・
2
)

に
対
応
す
る
も
の
は
（
弓
5
)

で
あ
り
、
通
常
構
造
式
系
と
云

序
に
お
い
て
一
寸
触
れ
た
通
り
、
本
書
は
L
.
R
・
ク
ラ
イ
ン
及
び
G

異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
構
造
と
し
て

結

五ロ―
――
-n 

一方、

(
I
l
•
S
)

よ
り
導
か
れ
た

(
I
l
•
7
)
は
根
本
的
に
そ
の
性
格
を

な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

省
略
し
、
別
の
機
会
に
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

最
後
に
指
数
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
4
で
は
冗
長
を
避
け
る
為
に

R

・
ロ
ワ
の
「
計
彙
糖
済
學
要
講
」
に
つ
い
て
（
浜
田
）

六
〇
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R

・
ロ
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網
清
學
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（
浜
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S
 =C;Xi;1. x
g
,
2
•

…

X
芋

零・
5
1
1
翌

と
置
き
、
両
辺
を
積
分
す
れ
ば

1
、
2
•…

`
n
)

．
 

(t111" 2
,
 
・
・
・
,
P
;
 j
 

11 

(
I
l
•
4
)
の
右
辺
に
お
い
て
、

結
論
で
も
受
容
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
）

の
需
給
構
造
に
お
い
て
価
格
体
系
が
常
に
先
決
さ
れ
る
、
と
い
う
妙
な

（
別
の
言
葉
で
云
え
ば
、
市
湯

説
明
す
る
手
続
き
は
全
く
納
得
出
来
な
い
。

ー

述
ぺ
(
I
I
•
l
)
を
示
す
の
で
あ
る
。

従
つ
て

(
I
I
•
l
)
を
見
て
解
る
如

く
、
従
属
変
数

y
の
間
の
相
互
依
存
関
係
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
つ
て

y
の
間
の
共
変
動
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
そ
の
限
り
で
は

(n[

• 

1
)
か
ら
導
か
れ
る

(
I
•
2)~ 

明
ら
か
に
誘
導
形
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず

(
I
l
•
2
)

の
右
辺
を
原
因
と
考
え
る
如
く
弾
力
性
係
数
を
用
い
て

極
端
な
場
合
に
は
、
価
格
が
ど
の
よ
う
な
水
準
に
変
化
し
て
も
、
需
給

の
均
衡
が
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
後
に
、
弾
力
性
係
数
に
対
す
る
考
え
方
だ
け
を
と
り
上
げ
て
み
る
。

I叶g
ぶ

1
J
½
a
x
1

＋
や

2Jfax+
…
+
e
i
J
叶
d
X
n
+C
;
 

と
な
り
、
構
造
式
系

(
I
I
•
l
)
が
対
数
線
形
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い

六

(
I
T
•
4
)
に
お
け
る
零
·
心
を

弾
力
性
係
数
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
値
を
と
る
も
の
と
前
提
し
、
統
計

既
に
述
べ
た
通
り
、

(
I
I
•
l
)

を
基
本
的
構
造
系
と
考
え
る
以
上
、

ず
、
(
I
•2)
 
1l. 対
し
統
計
的
推
定
を
行
う
為
に
は
(
I
l
•
l
)

と

(
I
l
•
2
)

と
の
間
に
は
常
に
一
義
的
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
は
全

以
上
、
本
書
に
お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
経
済
の
基
本
的
構
造
と
派

生
的
構
造
と
の
関
係
を
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
為
に
、
両
者
が
殊
に
統

計
的
推
定
の
手
続
き
を
実
施
す
る
際
に
混
同
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
全
体
を
通
じ
て
は
、

一
般
に
多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ

綾
述
が
行
わ
れ
て
お
り
、
数
少
い
こ
の
分
野
の
教
科
書
の
一
っ
と
し
て
好

資
料
と
云
う
可
き
で
あ
ろ
う
。

に
過
ぎ
な
い
。

く
別
の
個
処
で
、
即
ち
同
時
決
定
方
式
の
綾
述
の
処
で
触
れ
ら
れ
て
い
る

(I• 

2
)

は
飽
く
ま
で
も
（
目
1
)

よ
り
導
か
れ
た
派
生
的
構
造
に
過
ぎ

的
推
定
の
手
続
に
進
む
か
ら
で
あ
る
。

る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、




